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はじめに 

 

静岡県の人口は、2007（平成19）年の379万人をピークに

減少を続け、2017（平成29）年には367万人となっています。

一方、経済危機等の影響により、2008(平成20)年の10万人を

ピークに減少傾向にあった外国人県民の数は、2015（平成27）

年から再び増加傾向となり、2017（平成29）年12月末現在で

は８万人を超え、定住化も進んでいます。ラグビーワールド

カップ2019、東京2020オリンピック・パラリンピック自転車

競技の開催や事前キャンプ受入れを控え、本県を訪れる外国人とともに本県で暮らす

外国人県民の増加が予想されています。 

今後、地域の活力を維持するためには、「外国人県民も等しく県民であり、共に暮

らす生活者である」という視点に立ち、地域社会の構成員として社会参加を促す仕組

みを構築し、全ての人が能力を最大限に発揮できるような社会づくりが必要となりま

す。 

今回の「ふじのくに多文化共生推進基本計画」においては、外国人県民も安心して

快適に暮らすことができるよう、引き続き、多文化共生意識の定着やコミュニケーシ

ョン支援、危機管理対策、教育・医療等生活環境全般の充実を進めることとしており

ます。加えて、新たに「誰もが活躍できる地域づくり」を本計画の基本方向の一つに

位置付け、外国人県民の雇用の安定化を図るとともに、地域づくりへの主体的な参加

を促すなど、外国人の活躍という視点を取り入れております。 

また、本計画は、「富国有徳の『美しい“ふじのくに”』づくり～静岡県をDreams
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の拠点に～」を基本理念とする静岡県総合計画の分野別計画

であり、県全体として｢誰もが活躍できる社会の実現｣を目指す施策の一端を担うもの

です。 

今後は、市町、地域、企業、団体等関係の皆様と連携しながら計画に掲げる施策を

着実に推進することにより、異なる宗教・人種・民族の多様な生き方を認め合い、誰

もが、努力すれば夢がかない幸せを実感でき、そして、誰もが社会の担い手として活

躍できる多文化共生社会づくりを進めてまいります。皆様の御理解と御協力をお願い

いたします。  

結びに、本計画の策定に当たり御意見を賜りました、静岡県多文化共生審議会をは

じめ関係の皆様に厚くお礼申し上げます。 

 

2018（平成30）年３月 

静岡県知事 川 勝  平 太  
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